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肉畜および食卵食鶏 

 豚の入荷は１日平均 566 頭で昨年の同月比 86％と

90 頭減少しており、大阪は毎年人口が増加し、従っ

て需要量も増加し相変わらず品不足を来たした。相

場は中値平均 400 円で前年同月より 140 円高であっ

た。 

 牛は豚に反し１日の入荷頭数 270 頭で昨年同月比

128％と約 60 頭増加した。相場は平均 30 円程安く終

った。 

 鶏卵は、今月平均相場 217 円で、昭和 32 年に次ぐ

予想以上の高値をみせた。これは本年１月２月の春

ビナが豪雪による出廻り不足が最大の原因と考えら

れる。これに合わせて一般消費が案外に低下せず需

要が大衆化したことも手伝っていた。 

 ブロイラーは、夏の小ビナ需要から、水炊きの大

ビナ需要への移行時期で、９月の相場は毎年安値と

なっているが本年は保合いといった見通しが強い。 

 

 

 


